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教育における時間概念に関する考察 
―ある幼稚園の実践事例をたよりに― 
藤川  大祐  
千葉大学教育学部  
 
 
	 現代では社会経済状況の変化が激しく、人の一生より社会経済状況の変化が速いことを前提に教育のあり方が
考えられる必要が生じている。こうした状況の中で、教育はどうあるべきか。本稿ではまず、産業革命後の米国
で実践的に教育のあり方について検討したデューイ（Dewey, J.）の思索をたどり、デューイが新たな状況に対応
した教育を教員側が設計すべきことを論じていたことを確認した。そして、園児の経済活動を中心に保育実践が
行われている幼稚園の事例について考察し、この園においては 3 年間で園児の経済活動が単純なものから複雑な
もの、多様なものへと発展していることを捉え、新たな状況の中で生活している子どもたちの興味関心を尊重し、
経済活動を通して互いに関わることによって、社会経済状況の変化に対応した教育実践を行える可能性が示唆さ
れることを論じた。 
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1. 社会経済状況の変化と教育 
 
1.1. 社会経済状況の変化と個人の一生 
	 近代以降の社会は、子どもへの教育に時間をかける社
会であったと言える。日本の江戸時代においては1、武
家の子どもに対する教育として、江戸時代中期以降、各
地の藩に藩校が設けられ、儒学を中心とした教育が進め
られた。また、庶民の子どもについては、中世末期に起
源があると考えられる寺子屋が全国に広がり、日常生活
に必要な実用的・初歩的な教育が進められた。藩校や寺
子屋におけるこうした教育は基本的に男子を対象とし
たものであり、女子に対する教育は主に家庭内で行われ、
家庭外ではお屋敷奉公や女中奉公を通して行儀作法な
どを学ぶことが重視されていた。 
	 江戸時代中期から幕末になるまで、日本社会は幕藩体
制の下、いわゆる鎖国政策によって外国との関わりが限
定され、社会経済状況が大きく変化することのない時期
が続いた。士農工商という言葉で知られるように、特に
武家と庶民との身分の区別は強固であり、男女の処遇も
一貫してはっきりと区別されていた。板倉（1986）が
指摘するように、江戸時代後半は日本では食料の生産が
増えず、度重なる飢饉で多くの死者が出る等して、人口
が増えない時期が続いた。このように 100 年以上にわ
たって社会経済状況が大きく変化しなかった江戸時代
中期から幕末までの日本では、人の一生より社会はゆる
やかに変化すると考えられていたはずであり、教育は基
本的に前の世代が受けた教育と同様のものを繰り返す
営みとして成立していたと考えられる。 
	 その後、日本では、明治維新及び太平洋戦争敗戦とい
う大きな変革の時期を経験した。明治維新も敗戦も、日
本の教育のあり方を大きく変える契機となっている。す
なわち、明治維新によって中央集権国家による学制が作
られ徐々に初等教育から高等教育までの教育制度が整
えられることとなり、敗戦によって民主的・文化的国家
建設のための新たな教育制度が確立することとなった。 
	 だが、明治維新も敗戦も、社会経済状況が大きく変化
する契機ではあったものの、変革の時期がずっと続いた
と言えるものではなく、変革の時期は一時的なものであ
り、その後も社会経済状況が変化し続けると考えられる
ものではなかったと考えられる。すなわち、明治維新や
敗戦を経験した世代は大きな変化を経験したものの、変
化の後は社会は安定して変化すると考えられており、基
本的には人の一生より社会はゆるやかに変化すると考
えられ続けてきたと言える。 
	 現在に至るまで、日本の学校教育は、大人たちが受け
た教育を大きく変えずに次の世代に繰り返していくも
のとなっている。学習指導要領は 10 年に 1 回程度しか
変わらず、大学等で教員免許を取得した教員は本格的に
学び直すことなく定年まで 30 年以上にわたって教員を
続けることができる2。もちろんさまざまな改革はなさ
れているが、基本的には人の一生よりもゆるやかに社会
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が変化すると考えられていた時代と同様に、一定のこと
を学んだ教員が次の世代の子どもたちに対する教育を
担い続けるものとして学校教育が設計され続けている
と言える。 
	 だが、社会経済状況の変化は加速を続けており、情報
革命とでも言うべき変化が進んでいる。人の一生より社
会がゆるやかに変化するという前提で学校教育を設計
することには限界が生じていると考えられる。実際、平
成 29 年告示の学習指導要領に向けた中央教育審議会教
育課程部会の報告書では、人工知能の急速な進化等によ
って「社会の変化は加速度を増し、複雑で予測困難とな
ってきて」いることを前提に、子どもたちには「変化を
前向きに受け止め」、「現在では思いもつかない新しい未
来の姿を構想し実現したりしていくことができる」とい
う期待が示されている3。 
	 では、こうした変化の速い社会における教育はいかに
あるべきか。教育課程部会の報告書は、次のように言う
4。 
 
時代の変化という「流行」の中で未来を切り拓い
ていくための力の基盤は、学校教育における「不
易」たるものの中で育まれると言えよう。 
 
	 結局、社会が個人の一生よりずっと速く変化していく
状況において教育をどうするかという問いに対する教
育課程部会の答えは、学校教育では「不易」を扱うとい
うことになってしまった。もちろん学習指導要領では社
会経済状況の変化に対応した新たな内容が扱われない
わけではない。だが、新学習指導要領下の学校教育の基
調は、あくまでも「不易」を扱おうとするものであり、
社会の変化が変わっても学校教育を大きく変えるとい
うことになっているわけではない。 
	 学校教育は基本的に変わりにくいシステムであり、児
童生徒への教育を何年もかけて行う以上、短期間で目ま
ぐるしく変化させるべきものではない。「不易」として
過去の歴史の中で長く学ばれてきた教養と言える内容
を学ぶことが重要であることも、間違いない。だが、「流
行」を扱わずに「不易」のみを扱うというスタンスに立
つことは、ともすると社会の変化への対応を諦めること
になってしまう。 
	 人の一生より社会経済状況の変化が速いと考えられ
る中で、教育はどうあるべきか。「不易」を扱えばよい
という答えをいったん保留し、考察を進めていく必要が
あるだろう。 
 
1.2. 産業革命とデューイの教育思想 
	 人の一生より社会経済状況の変化が速い事態は、今初
めて生じつつあるものであり、こうした事態における教
育のあり方について先人に直接答えを求めることは困
難である。 
	 だが、過去においても、社会経済状況が大きく変化し
たと考えられる際に教育のあり方は繰り返し問われて
きたはずであり、そうした過去の探究から示唆を得られ
る可能性はある。 
	 本稿においては、産業革命後の教育のあり方に関して
実践を伴う思索を行った米国の哲学者デューイ（Dewey, 
J.）の業績から示唆を得られるかを検討したい。 
	 18 世紀から 19 世紀にかけて、英国では綿工業や製鉄
業の発展、蒸気機関の発明等によって工業における生産
性が劇的に向上し、農業従事者が減って商工業従事者が
増え、都市化が進行する等、社会が大きく変化した。そ
の後、欧州諸国や米国でも産業革命が進み、工業化した
欧米列強が国力を強くしていった。デューイのいた米国
においては、1812 年に勃発した米英戦争を機に米国が
英国からの経済的自立を進め、1860 年代の南北戦争を
経て、それ以降、石油産業や製鉄業が発展し、19 世紀
末には米国が英国を抜いて世界第 1 位の工業生産国と
なるに至った。 
	 デューイは 19 世紀半ばの 1859 年に米国で生まれ、
シカゴ大学教授であった1896年にのちに実験学校をつ
くり、3 年間の成果をもとに『学校と社会』（”The School 
and Society”, 1899 年）を著している。その後も、教育
に関して『民主主義と教育』（ ”Democracy and 
Education: an introduction to the philosophy of 
education”, 1916 年）等の著作がある。デューイはまさ
に、米国で産業革命が進んだ直後の状況で、学校をつく
り、教育について実践的に思索を進めたと言える。 
	 産業革命後の社会の変化について、デューイは、「産
業上の変化」すなわち「科学の応用によるもので、偉大
なる発明が生まれ、その結果、自然の力が大規模に、か
つ割安に利用されるようになってきたこと」と、「世界
的な市場が発展し」、「一大製造工場の中心地が発達し」、
「廉価で敏速な流通や分配手段が発達してきたこと」と
を挙げる5。こうした産業や市場、流通、交通等の発達
は、人口の都市への移動、生活習慣の変更、さらには人々
の「道徳的・宗教的な観念や関心」にも影響が及んでお
り、こうした変革は「何か本質的なところ」で教育に影
響を及ぼすと考えられている6。 
	 当然、人々の生活習慣や「道徳的・宗教的な観念や関
心」の変化は、子どもに対して求められる教育のあり方
に大きな影響を与えると考えられる。デューイは、当時
から 1〜3 世代遡れば、家庭やその周辺で、衣服づくり、
照明のための蝋燭づくり、食料品や建築材料や道具の作
成等が行われていて、「産業過程すべてが誰の目にも留
まるよう公開されて」おり、「家族の構成員の誰もが、
実際に作業のなかで、それぞれの分担を果たしていた」
授業実践開発研究	 第 11 巻（2018） 
 
 3 
と指摘する。そして、このような生活において、人々に
は勤勉、責任、義務等に関する訓練が必要となっており、
現実の事物や材料の取り扱い方や操作する過程から「し
っくりと身についた知識」や「それら事物の社会的な必
要性や用途についての知識」をもつにいたっていたこと
をデューイは指摘する7。産業革命後、特に都会育ちの
子どもたちにこうした知識を得る機会が失われてしま
った状況において、「一人ひとりの責任を厳しく要求し、
かつ生活における物質的現実とのかかわりにおいて、子
どもを訓練していくような仕事（オキュペイション）」
をどのように学校の中に導入するかが問題であると、デ
ューイは言っている8。 
	 ここで、「仕事（オキュペイション）」という概念につ
いて検討しておきたい。ここでは occupation がこのよ
うに訳されているが、occupation の本来の意味は「占
有」すなわち全体の中のある部分を示すことであり、こ
れを仕事に関する文脈で考えるのであれば社会におけ
る仕事全体の中である人が占める仕事という意味合い
ということとなる。このように考えると、occupation
は「仕事」ではあっても、「担当業務」という言葉に近
く、ある人が社会全体の仕事のある部分を担っていると
いう意味合いをもつ語であることがわかる。 
	 デューイの問題意識は、産業革命前は子どもたちが家
庭やその周辺で当然のようになされていた作業分担が
産業革命によって失われ、作業分担の中で得られた知識
が得られなくなったことにどのように対応するかとい
う点にあると言える。そして、産業革命前の家庭やその
周辺における作業分担を代替するものとして、学校に
「仕事（オキュペイション）」をいかに導入するかを問
うている。ここで「仕事（オキュペイション）」として
想定されるのは木材や金属を使った作業、機織り、裁縫、
調理といった作業である。デューイによれば、それまで
の学校にはこうした作業をする場はほとんどなく、それ
までの学校は「ものを聴くため」だけに作られたもので
あった9。デューイは、学校を「子どもが生活をする場
所」10すなわち子どもたちが「仕事（オキュペイション）」
としての作業を行うことが求められる場所とすること
を目指したと言える。 
	 こうしたデューイの考え方は、社会経済状況の変化が
あっても教育のあり方を基本的に変えず、「不易」を重
視しているものだと考えたくなるかもしれない。だが、
デューイが導入した「仕事（オキュペイション）」は、
もともと学校にはなかったものであり、生活の場として
の家庭やその周辺で子どもたちが行っていた作業を学
校教育にふさわしいよう再構成したものである。この意
味で、デューイが行おうとしたのは、「不易」の重視で
はなく、社会経済状況の変化をふまえた学校教育の再構
成であった。 
	 社会の変化に教育がどう対応するかについて、デュー
イの考え方は『民主主義と教育』にも記されている。デ
ューイは、社会が「絶え間ない自己更新を通して自己を
維持する」こと、そしてこの自己更新が「その集団の未
成熟な成員が教育を通して成長すること」によって行わ
れるとし、社会を変化を続ける動的なものとしてとらえ、
成員が教育を通して成長することが社会の変化に関わ
っていることを示唆している11。 
	 デューイは、文明が進んだことによって、「子どもた
ちは、人類が長い苦しい時代を要して達成したものを、
短い生涯の中で通過することができる」ようになったと
指摘する。「特別に選び抜かれた環境」で「意図的教育」
を行うことで、子どもたちは人間の過去の経験に「代理
的に参加し」、そうすることによって「現在の経験を拡
大し充実するようになる」12。こうした教育は、「社会
的なもの」を判断基準として、生徒が観察したり想起し
たりする「対象（教材）subject matter」が決められる
必要がある13。こうしたことを踏まえ、デューイは、「進
歩する社会」における教育は、「未来の成人の社会が現
在の自分たち自身の社会よりも進歩したものになるよ
うに、子どもたちの経験を方向づけようと努力する」も
のとすべきだと言う14。 
	 デューイに従えば、社会経済状況の変化を考えれば、
教育は過去の教育のままであってよいはずはなく、過去
の人間の成果をふまえ、意図的に再構成され続けられな
ければならないということになる。当然、そこでは教材
が慎重に吟味され、一方的な知識伝達ではなく、子ども
たちが「仕事（オキュペイション）」を通して必要な知
識を習得できるようになっていることが求められるは
ずだ。こうしたことが持続的に行われれば、教育は社会
経済状況の変化に対応できるのかもしれない。 
	 だが、文明が進めば子どもたちが学ぶべき知識は増大
するはずであり、教材や学習方法が工夫されたとしても、
学習のために必要な時間は爆発的に増えていくのでは
ないだろうか。そうなれば、教育に時間がかかりすぎ、
結局、社会経済状況の変化に追いつきにくくなってしま
うのではないか。 
	 もちろんこのことへの直接的な答えをデューイに求
めるわけにはいかないが、デューイの科学教育に関する
議論を見よう。学校教育においては科学の「専門的な情
報の体系」が「よりやさしくするような省略が加えられ
ながら」下級の学校におろされがちであることを、デュ
ーイは批判する。そこでは、「法則が非常に早い段階で
教えられるが、法則に到達した方法については、せいぜ
い二、三の指摘がなされるにすぎない」。デューイは、
こうした教育でなく、「科学者がその完成された知識に
到達するに至った方法を、日常よく知っている材料から
選び出された問題との関連において、追究する」ことを
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推奨する。こうしたやり方では、「学習した範囲」は「大
して進みはしない」が、「彼らが進んだ限りでは、彼ら
は確実であり、知的になっているだろう」ということに
なる15。 
	 ここで述べられていることは、科学が進歩して科学の
体系が増大したとしても、そうした体系の全体をわかり
やすくして子どもに学ばせるのでなく、体系の全体を無
理に扱おうとはせずに、科学者が完成された知識に至っ
た方法を学ばせるべきだということである。 
	 結局、デューイは社会経済状況が変化する中で、教育
はそうした変化によって生じた知識を単にすべて扱お
うとするのでなく、必要な内容を適切な方法で扱えと言
っていると考えてよいであろう。デューイの考え方に従
えば、社会経済状況の変化に対応するには、変化をふま
えて常に新しい教育のあり方を再構築することが必要
だということになる。 
	 だが、このように整理してしまうと、教育の構想にお
いては状況の変化をふまえ絶えず再構成が必要だと言
っているだけであり、あまりにも凡庸な話であるように
思われる。当時の欧米諸国における産業革命は数十年か
けてなされたものであり、インターネットやスマートフ
ォンや AI の普及によって数年で社会の状況が一変して
しまうように見える現代とは変化の速度が違いすぎる
ということであろうか。 
	 私たちが問うべき問いは、以下である。 
	 第一に、情報革命が進む現在の状況が子どもたちにと
ってどのようなものであると考えるべきなのか。そもそ
も、なんらかのものであると考えることが可能なのか。 
	 第二に、そうした状況において、私たちには教育をど
のように再構成することが求められるのか。 
 
2.ある幼稚園実践における時間 
 
2.1. 園児たちによる社会の再構築 
	 上記の問いに答えることを目指し、ある幼稚園の実践
について考察していきたい。 
	 ここで取り上げるのは、阿部（2014）で取り上げら
れている A 幼稚園である。A 幼稚園は千葉県市川市に
ある私立幼稚園で、1957 年にデザイナーであり油絵作
家でもあった村谷壮一郎とその妻・玲子によって創設さ
れた幼稚園だ。年少、年中、年長各 2 クラスがある。
阿部が言うように、A 幼稚園では、子どもたちが教室内
にさまざまな「おみせ」を建てていたり、「ガバチョ」
という名前の園内通貨が使われていたりといった特徴
的な実践がなされている。 
	 A 幼稚園の実践は、園児たちが教室内に作っているさ
まざまな物を見ることによって概観することができる。
というのは、A 幼稚園では毎日多くの時間、園児たちが
自由に活動しており、その中でさまざまな物がそれぞれ
何日もかけて作られ、年間通してそうした物が教室内に
増えていき、まるで街が発展するように教室内の物が充
実していくからである。基本的に、子どもたちは自由に
物を作ったり、作られた物を使って活動したりしており、
教員は子どもたちがやりたいことを支援している。教室
内にあるさまざまな物が子どもたちの活動履歴であり、
保育実践をうかがわせるものとなっている。 
	 こうした問題意識から、園児不在時に A 幼稚園の各
教室を見学させていただき、幼稚園のスタッフから話を
聞いた。見学を行ったのは、2017 年 12 月 2 日（土）
である。このときに撮影した写真を用いて、A 幼稚園の
3 年間の実践がどのように行われているのかを概観し
よう。 
	 まず、年少クラスである。 
	 どの学年も同じだが、2 クラス分の教室は区切りなく
つなげられており、物を作る等の活動では 2 クラスの
園児たちが 2 クラスの教室を使用して活動している。 
	 年少クラスには、子どもたちが紙や粘土等で作った消
防車、城、店、あるいは元園長が木で作って受け継がれ
てきた家等が作られていた。 
	 家には、流し台、洗濯機、IH の調理台、トイレ、シ
ャワー等が作られている。図 1 は流し台であるが、全
体は紙で作られているものの、蛇口としては金属製の本
物の蛇口が使われており、水として色の付いたビニール
が使われている。このように、子どもたちが自由に作れ
る紙、ビニールといった素材と、教員が用意した蛇口の
ような実物とが組み合わされ、しっかりした質感のある
物が作られている。 
 
 
図 1 年少クラスの流し台 
 
	 年少クラスにある店は、ジュース屋（図 2）、アイス
クリーム屋、お菓子屋、お好み焼き屋といった食べ物、
それも菓子類を中心とした嗜好品を扱う店ばかりであ
る。 
授業実践開発研究	 第 11 巻（2018） 
 
 5 
	 こうした様子を見ると、年少児たちが作成するものは、
年少児にとって身近であり、日頃関心をもっているもの
であることがうかがわれる。年少児たちにとっての店は、
菓子などを売っている店ということなのであろう。病院
は熱を出したりして行く場所であり、消防車は街を走っ
ていると注目したくなるものであり、城はおそらくテー
マパークにあるものということであろう。年少児にとっ
ては、自分たちの食や健康とお菓子やテーマパークとい
った楽しいもので、その世界が構成されていると考える
ことができる。そうした世界の中で年少児は基本的に食
べることを中心とした生活者であり、生産やサービス提
供者の立場に立つ意識はあまり強くないと考えられる。 
 
 
図 2 年少クラスのジュース屋 
 
	 次に、年中クラスである。 
	 年中クラスでは、ピタゴラ装置16、回転寿司店、雑貨
屋等が作られていた。 
	 図 3 は回転寿司店である。鉄道のおもちゃを利用し、
おもちゃの列車に寿司の皿を載せて客のところまで寿
司が動いていくしかけがある。客用の座席には、個人用
も家族用も設けられている。皿は教員が合羽橋まで行っ
て質感の合うものを購入してきたそうだ。 
 
 
図 3 年中クラスの回転寿司店 
 
	 図 4 は、「おしゃれや」と名付けられた雑貨屋である。
丁寧に作られた小物が多く売られている。 
	 このように、年中児は商品やサービスを提供する側の
意識が強くなっている。教員の支援があるとは言え、年
中児たちが作る物は、食べ物は実際に食べられないこと
を除けば、実用性の高い本格的なものばかりである。子
どもたちは、自分たちの周囲にあるものの中でも複雑な
ものに興味をもち、自分たちで再現したいという意欲を
もつようになっていると言える。 
 
 
図 4 年中クラスの「おしゃれや」 
 
	 そして、年長クラスである。 
	 阿部（2014）でも紹介されているように、年長児の
クラスでは木材で建てられた建物が約 10 棟建てられて
いるほか、ステージや図書館スペース等が設けられてお
り、教室全体が賑やかな街のようになっている。子ども
たちはこうした建物を充実させていきながら、日々店な
どを営業したり、店などが提供する商品・サービスを園
内通貨で購入したりといった経済活動を行う。 
	 図 5 は、テレビ局である。小屋に取り付けられたテ
レビには、奥のスタジオで子どもたちが生放送するニュ
ース番組や天気予報が映し出される。実際に、ビデオカ
メラやテレビが使われていて、スタジオで撮影された映
像がリアルタイムで街頭テレビのように画面に流れる
こととなる。 
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図 5 年長クラスのテレビ局 
 
	 図 6 は、宇宙科学館である。地球儀などの模型が手
作りで作られ、実験装置も作られている。 
 
 
図 6 年長クラスの宇宙科学館 
 
	 年長クラスの教室には他に、宅配ピザ屋、百円ショッ
プ、洋服屋、銀行等が作られていた。 
	 このように、年長児では多様な仕事が意識されるよう
になり、教員の支援を受けて園児たちがテレビカメラや
実験装置等の本格的な道具を使用として仕事を展開し
ていく。 
	 以上のように、A 幼稚園では園児たちの興味関心に応
じてさまざまな物が作られており、年少児では自らが消
費者として必要な物を中心に作られているものの、年中
児では自分たちの身近にあるかなり複雑な物を作るよ
うになり、年長児になると多様な仕事が展開されるよう
になっている。 
	 A 幼稚園では、園児たちが 3 年という時間をかけて、
自分たちの視点から見た世界、中でも特に経済活動を、
教室内に再構成し、その中で行う仕事に取り組むように
なっていった。幼稚園の 3 年間で、子どもたちは、小
学校の生活科や中学校での職場体験に劣らないような
本格的な仕事体験をしていると言えるかもしれない。 
	 こうした子どもたちの活動は、もちろん教員たちの支
援に支えられているが、それだけではなく過去及び現在
の園児たちの活動によって可能となっていると考える
ことができる。すなわち、年少児や年中児はずっと上の
学年の園児たちの活動を見て生活し、自分たちが年中や
年長になったらどのような活動をするのかを想像しな
がら日々生活している。特に、年長になったら木材で建
物を建てて街を作っていくという意識は強いようであ
り、教員が何も言わなくても、子どもたちは当然建物を
作ろうと言い出すとのことである。そして、同じ学年の
他の子どもの活動を見て、自分は何を作るかを考え、教
師の支援を得ながら作っていくことになる。 
	 A 幼稚園では言わば、過去や現在の園児たちに支えら
れ、3 年間という時間の中で、素朴に食事等の生活を行
う社会が、複雑な仕事をする社会、そして多様な仕事を
する社会へと発展していく様子が見られる。ただしこう
した園内の社会の発展は現実の社会の歴史と重なるわ
けではなく、年少クラスの段階から現代の高度な商業社
会の影響を色濃く受けた独自のものとなっている。園内
でなされている社会の再構成は、人間社会の歴史を短時
間でたどるのでなく、子どもたちが生まれてきた現代社
会に 3 年で追いつこうとするものだと言える。 
 
2.2. 園児集団における経済、政治、文化、学問 
	 ここまで見たように、A 幼稚園においては、園児の活
動が基本的に経済活動として発展している。すなわち、
年少児では素朴に自分たちの生活で必要なものやほし
いものを作っていたのが、年中児では複雑な仕事をする
ようになり、年長児では多様な仕事をするようになる。
子どもたちは、一緒に仕事をしたり、一緒に消費をした
り、店側と消費者で取引をしたりというように、経済活
動で互いに結びつく。そこでは、互いに関わることや仲
良くすること自体が目的とされることはなく、多数派に
合わせようとする同調圧力が機能する様子も見られな
い。むしろ、経済活動が成立するためには、互いに差異
があり分業をすることが前提になるので、互いに異なる
ことが尊重されることとなる。 
	 実際の経済で起こりそうな問題と同様の問題が生じ
ることもある。たとえば、一部の子どもたちに収入が集
まりすぎ、園内通貨がその子どもたちに集中し、他の子
どもたちには使える園内通貨がなくなってしまうとい
う事態が起きた。園内通貨を持っている子どもたちは自
分たちが稼いだお金を容易に手放したくないと言うの
だが、お金がまわらないのも困るとも言う。このような
事態は、資金が使われずに起こる不況と同様の事態であ
ると言える。このように、実際の経済で起こりそうな問
題が園児たちの経済活動でも起こっており、自社だけが
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利益を上げようとするのでなく園内経済全体を活性化
することが園児に求められることとなる。 
	 では、こうした経済活動がなされている園児集団にお
いて、政治はどのようになされるのであろうか。各個人
が自由に経済活動をするとしても、当事者間の紛争を解
決したり、経済不況に対応したりするには、立法、行政、
司法にあたる仕組みが必要になるのではないかと考え
られる。 
	 A 幼稚園においては、政府や議会に対応する仕組みは
見られない。このことは言い方を変えれば、民主主義的
な意志決定がなされていないことを意味する。この点に
ついては、園創立当初からの創立者の考えがあるようで
ある。すなわち、創立者は園を民主主義的な組織ではな
く、園長を王とする王国として位置づけており、園を「ロ
イヤル・A」（A は実際の園名）とも呼んでいた。最終
的な権力は王である園長にあり、王が派遣した教員たち
が州知事のように各学年、各クラスを統治しているとい
う形式をとったのである。 
	 だが、A 幼稚園において、園児たちは従順な被統治者
であることを期待されていたわけではない。幼稚園のス
タッフは、「ルネサンスは歓迎」なのだと言う。すなわ
ち、王の政治が多様な考え方を破壊するようなものにな
っているのであれば、園児たちは自分たちで多様性を復
活させるような運動を起こせるようであってほしいと
考えられていたのである。 
	 このように、君主制をとりつつも従順さが期待されず、
君主に対する批判を求めながらも民主主義革命でなく
ルネサンスすなわち復興を求めるというところに、A 幼
稚園創始者の独特の考え方が見られる。このことの背景
には、民主主義的な考え方を尊重する場合、一歩間違え
れば個人が利己的になりすぎ、他者を顧みなくなること
が懸念されているそうだ。また、多数決で選ばれたリー
ダーが適切なリーダーであるという保証はないという
考え方もあるという。こうした考え方から、A 幼稚園で
は天賦のものとしての民主主義を前提とはせず、ルネサ
ンスを期待する君主制という考え方をとる。結果的に、
君主制でゆるやかに守られた中で園児たちは経済活動
に従事し、何か問題が起これば自分たちで解決を試み、
それでも足りなければ教員や園長と相談するというこ
とになっている。 
	 こうした状況は、実質的に大きなイデオロギー対立が
ない中で経済活動の発展を目指してきた近年の日本と
重なるように思われる。子どもたちの自主的な活動が考
えられるときに、民主的に選ばれたリーダーによるリー
ダーシップの下で組織的に活動が進められることが期
待されることが考えられるが、A 幼稚園では政治の前に
経済活動があり、リーダーに権限を集めずに言わば民間
の多様な力で集団を発展させることが期待されている。 
	 Ａ幼稚園においては、文化や学問も尊重され、工芸作
品づくりや科学研究に関心をもつ園児たちは、継続的に
活動を続けている。創立者がデザイナーであったことも
あり、本格的な素材を用いて創作活動が行われる。また、
物理学や生物学に関連する領域の実験や観察も精力的
に行われ、ツバメの巣やカマキリなどを園児たちが継続
的に観察して写真や動画を蓄積していったりする活動
が進められている。 
	 こうした文化や学問に関する活動も、すべて経済活動
の一環として行われている。このため、こうした活動を
行う園児たちはその成果を他の園児に何らかの形で披
露することを前提にしており、作品を売ったり展示した
りすることで園内通貨を得ることが当然のように目指
されている。文化や学問が経済原理で動いていると見る
と、大人の感覚では疑問が生じるかもしれないが、作品
や研究成果を他者に発表することは大人社会でも当然
のことである。むしろ、多くの学校で行われているよう
に、作品や研究成果が学習の成果としてしか評価されな
い状況のほうが、現実の社会とかけ離れているのかもし
れない。 
	 以上のように、A 幼稚園においては、経済活動を中心
に活動が進められ、3 年間で経済活動が発展していくこ
とはもちろん、経済活動を基盤とした政治、文化、学問
の独自の展開も見られる。大半の学校教育で、経済活動
が忌避され、学問を学ぶことを中心とするあらゆる取り
組みが経済活動とは無縁なものとして進められている
のとは対照的である。 
 
3. 考察 
 
	 A 幼稚園の実践をふまえ、私たちが問うべきであった
以下の問いに戻ろう。 
	 第一に、情報革命が進む現在の状況が子どもたちにと
ってどのようなものであると考えるべきなのか。そもそ
も、なんらかのものであると考えることが可能なのか。 
	 第二に、そうした状況において、私たちには教育をど
のように再構成することが求められるのか。 
	 まず、第一の問いについて。 
	 情報革命が進む現在の状況は、子どもたちにとっては、
高度な技術によるものが当然のように利用可能なもの
として身近にある状況だと言える。A 幼稚園においては、
年中児が実際に動く回転寿司店を作り、複雑なピタゴラ
装置を作り、精巧なアクセサリーを作っていた。年長児
は、映像制作を行ったり、科学実験装置を作ったりして
いた。コンピュータに制御された機械があることは、現
代の子どもたちにとっては、当然のことである。もちろ
ん、個々の子どもは自分だけではそうした機械を作った
り使ったりすることは難しいだろうが、作ってみたい、
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使ってみたいとは考える。A 幼稚園のような環境で、子
どもたちの願いを教員が最大限実現しようと思えば、か
なりのことが実現できる。子どもたちは過去や現在の園
児がやってきたことを見ているので、自分でも複雑な物
を作るのは難しいなどと思わずに、作ってみよう、使っ
てみようと思う。 
	 情報革命以前を知っている大人にとっては、子どもが
複雑な物を作ったり使ったりすることには違和感を覚
えるであろうし、必要性を感じないかもしれない。こう
した大人の感覚では、子どもたちの活動が時代に追いつ
くことは非常に困難なことに感じられるであろう。だが。
作りたい物をできる限り作るということを徹底するこ
とで、少なくとも子どもに見える範囲の技術を実際に使
うことがかなりの程度可能になる。この結果、園児たち
の活動の範囲内では、科学技術発展の速度とは無関係に、
新しい技術が当然のように使われる状況が起こりうる
のである。 
	 そして、第二の問いについて。 
	 素朴には、教育は、多くの知識や技能を習得している
教員がその知識や技能を子どもたちに授ける営みだと
考えられるが、変化の激しい社会においてはこうした素
朴な考え方を捨て去ることが必要である。このことは、
A 幼稚園において教員が新しい状況に対応しようとせ
ず、旧来の自分たちのやり方を頑固に繰り返そうとした
らどうなるかを考えれば、明白であろう。そこでなされ
るのは、社会の変化と無縁な過去の財産を儀式として繰
り返すことでしかなく、社会の変化との距離は開く一方
であり、決して教育が社会に追いつくことはない。 
	 もちろん、教員には、社会の変化に敏感であることや、
新たなことを教育に取り入れることが求められるであ
ろう。だが、そもそも子どもたちは、過去の社会を直接
は知らないのであり、子どもたちが直接感じるのは現在
の社会のあり方だけなのであるから、子どもたちの感覚
を忠実に受け止めることこそが、社会経済状況の変化に
対応した教育を進める上で重要なことだと言える。 
	 ただし、子どもたちが社会を作っていない状況では、
子どもたちの感覚は発揮されないであろうし、発展もし
ないであろう。A 幼稚園において重要であったのは、園
児たちの活動が基本的に経済活動であったことだ。経済
活動を行う中で、子どもたちは他の者との差異を自覚し
つつ自分がやりたいことを行い、そして、他者との関わ
りをもつ。そうした中で、自分たちから見える社会を言
わば自分たちの中に取り込み、そこで生じる問題を解決
するために、新しい技術を含め、さまざまな方法を用い
るのである。 
	 A 幼稚園の園児たちが行っていたことは、まさにデュ
ーイの言う「仕事（オキュペイション）」であった。デ
ューイの言うように、「仕事（オキュペイション）」をす
る中で、人類が長い時間かけて成し遂げてきたものを、
短時間で獲得することができることが、A 幼稚園におい
ても示唆された。 
	 だが、デューイの議論では、社会の変化がそれほど速
いもの見なされていなかったために、どのような教育を
行うかは教員側によって設計可能だと考えられていた。
新しい時代に求められる学習が可能となるように、教員
側が適切な環境を準備することができればよいと考え
られていた。しかし、現代社会は将来が不透明であり、
すでに教員があらかじめ必要な内容を見通して環境を
準備することは困難になっていると考えられる。だから
こそ、教員が独占的に学習内容をあらかじめ決めるので
なく、集団の中で十分に活動してきた子どもたちの興味
関心を実現する方向で学習内容を決定することに可能
性がある。 
	 デューイは、その著書の題名に表れているように、民
主主義の成員を育てるということ前提に教育に関して
思索を行っていたと言える。だが、A 幼稚園の実践では、
民主主義が直接的には目指されていなかった。この点に
も、大きな違いがある。社会経済状況の変化をふまえた
とき、民主主義という枠組みについても、私たちは問い
直さなければならないのかもしれない。 
	 本稿では、幼稚園の実践だけをもとに教育における時
間のあり方について考察したものであり、問題の大きさ
に比して考察した範囲は非常に狭い。ここでの議論がど
こまで一般化できるかについては、今後、さらに検討し
ていきたい。 
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7 市村訳『学校と社会／子どもとカリキュラム』、pp.66-68。 
8 市村訳『学校と社会／子どもとカリキュラム』、pp.69-70。 
9 市村訳『学校と社会／子どもとカリキュラム』、pp.92-93。 
10 市村訳『学校と社会／子どもとカリキュラム』、p.96。 
11 松野訳『民主主義と教育（上）』p.25。 
12 松野訳『民主主義と教育（上）』pp.68-70。 
13 松野訳『民主主義と教育（上）』p.112。 
14 松野訳『民主主義と教育（上）』p.131。 
15 松野訳『民主主義と教育（下）』pp.44-45。 
16 NHK E テレの子ども向け番組「ピタゴラスイッチ」で扱わ
れるからくり装置。装置のある場所に球などを置くと、装置の
一部が動いたり球などが転がったりして、複雑なルートを通っ
てある場所まで動いていくというもの。 
 
引用文献 
阿部学（2014）「ある『自由保育』実践のエスノグラフィー—
授業実践開発研究	 第 11 巻（2018） 
 
 9 
                                                                                 
〈リアリティ—ファンタジー〉構造の再検討—」、2013 年
度千葉大学大学院人文社会科学研究科博士論文 
Dewey, J. (1899) “The School and Society.” The University of 
Chicago Press,（本稿では、市村尚久訳『学校と社会／子
どもとカリキュラム』講談社、1998、収録の翻訳を使用） 
Dewey, J. (1916) “Democracy and Education: an 
introduction to the philosophy of education.” The Free 
Press,（本稿では、松野安男訳『民主主義と教育（上）』
及び『民主主義と教育（下）』岩波書店、1975、の翻訳を
使用） 
板倉聖宣（1986）『歴史の見方考え方』、仮説社 
文部科学省（2016）「次期学習指導要領等に向けたこれまでの
審議のまとめ」（中央教育審議会 初等中等教育分科会 教
育課程部会、平成 28 年 8 月 26 日）
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/
004/gaiyou/1377051.htm （2018 年 1 月 18 日最終確認） 
文部省（1981）『学制百年史』、帝国地方行政学会 
http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/others/de
tail/1317554.htm （2018 年 1 月 18 日最終確認） 
文部省（1992）『学制百二十年史』、ぎょうせい 
http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/others/de
tail/1318223.htm （2018 年 1 月 18 日最終確認） 
 
 
 
